
調査対応地の状況を把握します

・地表調査、表流水、浸透水の

   水質調査など

追加調査の必要性を判断します

調査対象地域を、必要に応じて検

討します

適切な地質調査を行います

・地表踏査、ボーリング調査など

調査目的に最適な井戸の場所、点

数、構造を検討し提案します

井戸に自記水位計を設置、地下水

位を連続的に記録します

地下水を適切な方法で採取、水質

分析を行います

分析した結果を総合して、報告書

の作成をします

事前調査、概況調査

調査必要性の有無の判定

調査地域の選定

地質調査（必要に応じて）

井戸設置計画、立案

地下水位連続観測

地下水採水、検体分析

評価、報告

提言 必要があれば、問題解決への対策

施策を提言します

次年度計画立案（継続の場合） 長期的な視野に立ち、問題解決の

計画を具体的に立案提起します


